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Ａ 4

Ｂ 3

Ｃ 2 あまりできていない。

Ｄ 1

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

①　適切な宿題・課題、ICTの活用による家庭
学習時間の確保と習慣化を目指す。

各教科の連携による適切
な家庭学習課題を与え、
継続的に取り組ませる。
（家庭学習時間調査）

②　年次目標や進路目標に応じて行事・講師
を精選し、質の高い講演会を効果的な時期に
実施する。

進路目標に応じた各種ガ
イダンスを設定し、進路意
識を高めるきっかけとさせ
る。（生徒の満足度）

③　ポートフォリオ導入など適切な進路情報の
提供と、進路目標に応じたきめ細かな指導を
行い、進路志望実現率を向上させる。

的確な進路志望の把握と
進路目標に応じた学習環
境の提供により意中の進
路を実現させる。（進路実
現率）

④　英検・漢検の受検を奨励し、家庭学習と連
動させる。

検定の案内を掲示して呼
びかけるとともに課外等を
実施し、合格者増を目指
す。（英検･漢検合格者数）

①　本校の実情にあった部活動や委員会のあ
り方を検討するとともに、活動状況を把握す
る。

教員数減に伴う部の見直
しを図るとともに、生徒の
状況を把握して指導を行
う。（部活動・委員会活動
満足度）

②　部活動への参加を促進する。
部活動への参加状況を調
査する。（部活動への加入
率）

①　頭髪・服装検査、規律週間等を通して社
会に出ても信頼される身だしなみを指導する。

共通理解のもとで、組織的
かつ継続的に実施する。
（検査実施毎の違反者数）

②　スマートフォン等の正しい活用方法を指導
し、ＳＮＳ上のトラブルが生じないよう指導す
る。

年次やｽｸｰﾙﾗｲﾌ部の記録
で確認する。

①　学校運営協議会において、学校の教育方
針を伝えると同時に、地域の方から建設的な
意見を伺い、信頼される学校づくりに取り組
む。

学校運営協議会の開催回
数や、伺った意見のうち取
り入れて改善した項目数
で判断する。

②　魅力的なＨＰや情報誌の作成を進め、地
域・保護者や中学生に学校の様子を発信・公
開する。

ＨＰ更新・情報誌発行など
広報活動を充実させ、説
明責任を果たす。（ＨＰ更
新・情報誌発行状況）

留意点 （１）重点目標と評価項目については，各学校の現状と課題に基づき，実情に合わせて重点化し，設定する。

（２）学校関係者評価については，年度当初に今年度の重点目標の現状と具体的対策を説明し，評価に必要な情報提供を計画的に行う。学校関係者評価実施日とは，最終回の学校評価委員会等を開催し，学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。

　学校運営協議会に関しては、無事
に１年目を終え、地域とともにある学
校づくりの課題を見出すことができ
た。
　ＨＰに関しては、これまでの内容の
見直し等を行った。情報誌に関して
は、コロナ禍で多くの行事が中止に
なったが、工夫を重ね計画どおり発
刊した。

3
規律節制を守る自律的生活態度の育
成

4
魅力づくりに努め、地域とともにあり、
信頼される学校づくりの推進

1

2 剛健の気風と豊かな人間性の育成

　教員数・生徒数の減少に伴い、部
活動の見直しを行うことができた。ま
た、創意工夫を凝らした活動の結
果、小規模校ながら優秀な結果を残
すことができた。
　部活動に参加する生徒数を今以上
に増やし、その中で豊かな人間性の
育成に取り組んでいきたい。

自主的創造的な学習態度の育成

　部活動に関してはは、これま
での活動を維持させていきた
い。
　委員会活動に関しては、今年
度は休校期間もあり十分な活動
ができなかったので、生徒主体
の活動ができるよう取り組んで
いきたい。

自己評価結果

　「学習到達ゾーンＤ３からの脱却」を
目標に、基礎学力定着の一つとして
家庭学習時間の増加を目指した。し
かし、クラッシーを導入して５年目とな
るが、家庭学習時間の定量的調査方
法を構築することができなかった。ま
た、アンケート結果を分析すると家庭
学習時間を平均すると１時間程度で
あり、家庭学習時間の確保と習慣化
が達成されたとはいえない。
　コロナ禍という状況で、多くの講演
会が中止となり、進路意識を高める
ことが難しい１年だった。
　また英検、漢検も準２級以上の取
得者もそれぞれ１８名・１３名と昨年
度の実績より増えているが、目標の
２０名に満たない状況であった。

Ｂ

A

　定期的に服装検査を実施した。学
校全体として、注意を要する生徒もい
たが、落ち着いている。
　スマートフォン等に関しても、教員
の許可の下使用する以外は、校内で
使用する生徒はおらず、またそれに
起因するトラブルも無かった。

Ｂ

Ｃ

不十分である。(４割以上)

達成できなかった。（４割以下）

良くできている。

できている。

できていない。

評価

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

達
成
度

評価

年度末評価（３月１８日現在）

１　自主的創造的な学習態度の育成

　年度当初の休校期間は、遠隔
授業を取り入れたり、休校明け
には遠隔授業の振り返りを取り
入れながらの授業を実施するこ
とで、学習の保証は達成でき
た。しかし、家庭学習に関して
は、調査方法の確立や時間数
を定着させることができなかっ
た。次年度は、キャリア教育部・
年次等で連携を図り、更なる自
主的創造的な学習態度の育成
に向けた取組を進めていきた
い。
　英検・漢検など外部団体の学
習にも積極的に取り組む姿勢を
養わせ、家庭学習と連動させた
取組を実現させる。

２　剛健の気風と豊かな人間性の育成

３　規律節制を守る自律的生活態度の育成

　校内における生徒の自律的生
活態度は、確立しつつあるの
で、良い伝統として維持してい
く。
　スマートフォン等に関しても、
大きな問題は無かったが、継続
して指導していく必要性は感じ
る。

　今年度以上に学校運営協議
会委員との情報交換を増やし、
地域の核となる学校づくりを目
指す。
　ＨＰに関しては、今まで以上に
更新のタイミングを大切にしてい
く。情報誌も、これまでにない視
点での構成も検討してきたい。

「学び」の学校づくりを推進し、「文武両道」の実現を図り、活力ある学校づくりを進める。さらに、地域とともにあり、信頼される学校づくりを推進する。 山梨県立身延高等学校校長　　佐野　隆弥

学校関係者評価

実施日　（令和３年３月２２日）

ほぼ達成できた。（８割以上）

概ね達成できた。（６割以上）

本年度の重点目標

学校目標・経営方針

本年度の重点目標

４　魅力づくりに努め、地域とともにあり、信頼される学校づくりの
推進

３

４

３

３

毎朝、校門において見守活動を行っている姿を見ま
す。大変な業務ですが、生徒指導上大切だと考えま
す。担当の先生方、ご苦労様です。

コロナ蔓延防止のため諸活動の中止や縮小措置がと
られ、十分な連携をとることができなかったところもあり
ますが、感染防止措置を徹底しながら行事を進めてい
ただけた点は評価できると思います。
学校運営協議会に身延町・南部町・早川町教育委員
会の担当者を加えることで、主たる連携対象を明確化
しているものと思えます。
キャリア教育をベースとした中高連携と地域活性化の
ための高大連携事業は、他の学校にはない魅力ある
プロジェクトと考えます。

読書活動の充実や家庭学習時間の確保が何を目的と
しているのか（どのような資質能力の向上を目指して
いるのか）についての共通理解を持つ必要があるよう
に思います。部活動の時間と家庭学習時間・読書時
間・家庭以外での授業時間外の学習時間（塾や通学
中の学習時間も含みます）などを総合的に捉え、例え
ばどの年次はどの程度が最適なのかを見出していか
なければ、取り組みの成果も見えにくいのではないで
しょうか。
家庭学習時間について、定義を定めたほうが、生徒も
回答しやすいと思います。
キャリア教育に取り組むことにより、将来の進路が明
確になることはとても良いことであると思いますが、一
方、大学へ進学した後に進路を決定したい生徒もいる
と思います。ある程度進路を絞らずにいることもいいの
ではないかと感じました。

全教職員が『日常の学校生活の中でカウンセリングマ
インドをもって，生徒と接している』と回答している。こ
の意識を大切にし続けて欲しい。


